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要約 . 宮崎県南部の沿岸と鹿児島県喜界島から
ヒキマユメイチ 2 個体 ( 標準体長 206.7–383.5 
mm) が採集された . 本種は国内において八重
山諸島と琉球列島 ( 詳細な産地不明 ) からのみ
記録されており , 今回得られた標本は宮崎県と
喜界島からの初めての記録であり , 前者は本種
の分布の北限記録となる . さらに , 写真資料の
検討によって , 本種は屋久島と沖永良部島にも
分布することが明らかになった . したがって , 
ヒキマユメイチは , 国内では九州南部から琉球
列島全域に広く分布していると考えられる .

はじめに

フエフキダイ科魚類 Lethrinidae は , 主にインド･
太平洋の熱帯から温帯域に分布し , 日本からは
5 属 29 種が知られている ( 下瀬 2018). 本科魚
類の多くは重要な水産資源として利用されてお
り , その中でもメイチダイ属 Gymnocranius は漁
獲量が少ないため , 高級魚として扱われる ( 下
瀬 2018). 本属は日本から 7 種が知られている
が ( 島田 2013, 三木ら 2014), このうちヒキマユ
メイチ Gymnocranius superciliosus Borsa, Béarez, 
Paijo & Chen, 2013 は , 国内において八重山諸島
を含む琉球列島で漁獲され , 沖縄県内の市場か
ら購入された標本のみが知られていた ( 三木ら 
2014; 秋田ら 2016; 下瀬 2018). 沖縄県内の市場
では琉球列島のいずれかの場所で漁獲され , 詳
細な産地が明らかでない漁獲物が水揚げされる
ことが多々あるため , 本種の国内における正確
な分布域は明らかにされていなかった .

2019 年 3 月 30 日に宮崎県日南市から串間市
にかけて , 2019 年 11 月 27 日に鹿児島県喜界町 
( 奄美群島喜界島 ) においてヒキマユメイチに
同定される各 1 個体が採集された . これらの標
本は九州および産地が明らかな琉球列島におけ
る本種の初めての記録であり , 前者は本種の北
限記録となるため , ここに報告する . また , 本研

究で写真資料の検討をおこなったところ , 大隅
諸島屋久島と奄美群島沖永良部島からも本種の
分布が確認されたため , あわせて報告する .

材料と方法

計数 ･ 計測方法および体各部の名称は Hubbs & 
Lagler (1947) と三木ら (2014) にしたがった . 標
準体長 (standard length) は体長または SL, 全長 
(total length) は TL と表記した . 標本の作製 , 登
録 , 撮影 , および固定方法は本村 (2009) に準拠
した . 計測はノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行
った . ヒキマユメイチの色彩の記載は固定前に
撮影された写真 ( 図 1) と写真資料 ( 図 2) に基
づく . 本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研
究博物館 (KAUM) に保管されており , 標本の生
鮮時の写真および写真資料は同館のデータベー
スおよび神奈川県立生命の星 ･ 地球博物館の魚
類写真資料 (KPM-NR) に登録されている . なお , 
神奈川県立生命の星 ･ 地球博物館の資料番号は , 
博物館のデータベース上では 0 を含めた 7 桁の
数字で表記される ( 例えば , KPM-NR 0205368).

結果と考察

Gymnocranius superciliosus Borsa, Béarez, Paijo 
& Chen, 2013
ヒキマユメイチ
( 図 1, 2; 表 1)

標本 . KAUM–I. 134725, 体 長 206.7 mm, 尾 叉
長 238.1 mm, 鹿児島大島郡県喜界町 ･ 奄美群島
喜界島 (28°19ʹ31ʺN, 129°56ʹ13ʺE), 水深 5–15 m, 
2019 年 11 月 27 日 , 釣り , 和田英敏 ; KAUM–
I. 138245, 体長 383.5 mm, 尾叉長 424.9 mm, 宮
崎県日南市黒島から串間市市木幸島沿岸 ･ 日
向 灘 (31°30ʹ16ʺN, 131°23ʹ20ʺE か ら 31°26ʹ25ʺN, 
131°22ʹ46ʺE の間 ), 2019 年 3 月 30 日 , 定置網 , 
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東水産 ( 生鮮時写真は KPM-NR 205372A–C).
写真資料 . KPM-NR 205368A–B, 全 長 約 30 

cm, 鹿児島県大島郡知名町住吉住吉港 ･ 奄美群
島沖永良部島 (27°21ʹ38ʺN, 128°31ʹ29ʺE), 水深約
5 m, 2015 年 9 月 23 日 , 釣り , 山崎大悟撮影 ; 
KPM-NR 205369A–B, 全長約 60 cm, 鹿児島県大

島郡和泊町伊延伊延港沖 ･ 奄美群島沖永良部島 
(27°25ʹ31ʺN, 128°38ʹ19ʺE), 水深約 50 m, 2018 年 6
月 9 日 , 釣り , 山崎大悟撮影 ; KPM-NR 205370A, 
全長約 56 cm, 鹿児島県熊毛郡屋久島町栗生浜
海水浴場付近 ･ 大隅諸島屋久島 (30°15ʹ15ʺN, 
130°25ʹ16ʺE), 水深 2.0–5.0 m, 2018 年 8 月 14 日 , 

図1. ヒキマユメイチGymnocranius superciliosus (A: KAUM–I. 134725, 体長206.7 mm, 喜界島で釣獲; B: KAUM–I. 
138245, 体長383.5 mm, 宮崎県南部で漁獲).
Fig. 1. Fresh specimens of Gymnocranius superciliosus from Japan. A: KAUM–I. 134725, 206.7 mm SL, Kikai Island, 
Amami Islands; B: KAUM–I. 138245, 383.5 mm SL, southern Miyazaki Prefecture, Kyushu.
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釣り , 中島衛撮影 ; KPM-NR 205371A, 全長約 50 
cm ( 採集地点 , 採集環境 , 採集方法は KPM-NR 
205370A の個体と同じ ), 2018 年 9 月 9 日 , 中島
衛撮影 .
　記載 . 計数形質と体各部の体長に占める割合
を表 1 に示した . 体は前後方向に長い楕円形で
側扁する . 体高は背鰭第 4 棘付近で最大となる . 
体背縁は吻端から背鰭第 6 棘基部にかけて緩や
かに上昇し , そこから尾柄部前端にかけて緩や
かに下降する . 体腹縁は下顎先端から背鰭第 7
棘基部下にかけて緩やかに下降し , そこから尾
柄部前端にかけて緩やかに上昇する . 胸鰭基底
上端は主鰓蓋骨後端のやや後方に位置し , 胸鰭
基底下端は腹鰭第 3 軟条基部直上に位置する . 
胸鰭先端は僅かに尖り背鰭第 8 棘基部下に位置
する . 背鰭起部は腹鰭起部直上に位置し , 背鰭
第 1 軟条基部は臀鰭第 3 棘基部上付近に位置す
る . 背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも僅かに
前方に位置する . たたんだ腹鰭の後端は臀鰭起
部に達しない . 臀鰭起部は背鰭第 9 棘と第 10 棘
の基部下間に位置する . 尾鰭は二叉型を呈し , 
両葉後端は尖り , 上下葉の後縁はやや丸い . 眼
および瞳孔は正円形 . 眼隔域は平坦 . 鼻孔は 2
対で近接し , 両鼻孔ともに正円形 . 前鼻孔の後
縁に皮弁を有する . 体は櫛鱗に被われるが , 前
鰓蓋骨後縁よりも前方の頭部は , 側頭部上方の

被鱗域を除いて無鱗 . 背鰭 , 腹鰭 , 臀鰭および胸
鰭基底部内側は無鱗 . 胸鰭基底部外側は小鱗に
被われる . 両顎には円錐歯が 1 列に並び , 先端
にはそれぞれ犬歯状歯がある . 第 1 鰓弓の鰓耙
は短く , こぶ状 . 側線は完全で , 鰓蓋上部から尾
柄にかけて体背縁に並走する .
色彩 . 標本個体の色彩 ― 鮮時の色彩は図 1

に基づく . 体側は概ね薄く紫がかった銀白色 . 体
側各鱗の中央部には楕円状の黒褐色斑があり , 
体側の点列を形成する . 眼下方の吻部から頬部
にかけて淡青色斑点が散在し , 両鼻孔の後縁か
ら両眼の前縁にかけて 1 淡青色帯がある ( 図
1B; KAUM–I. 138245 にのみ確認された ). 眼直
上に眼径とほぼ同径の 1 黒褐色斑がある . 眼直
下から間鰓蓋骨上にかけては瞳孔と同径の 1 黄
褐色帯がある . 背鰭は基底部付近で黄褐色 , 上
縁付近が朱色 . 臀鰭は基底部付近で黄褐色 , 上
縁付近が朱色 . 臀鰭最終軟条は白色 . 胸鰭は朱
色で , 基部には三日月状の赤褐色帯がある . 腹
鰭第 1 棘と第 1 軟条は白色で , 第 2 軟条から第
3 軟条にかけて朱色がかる . 尾鰭は黄褐色で縁
辺は朱色を帯びる . 

写真記録個体の色彩 ― 鮮時の写真記録の色
彩は図 2 に基づく . 眼下方の吻部から頬部にか
けて淡青色斑点が散在し , 両鼻孔の後縁から両
眼の前縁にかけて 1 淡青色帯がある . 眼直上に

Fauna Ryukyuana, 55: 9–16.

図2. ヒキマユメイチGymnocranius superciliosus (A: KPM-NR 205368A, 全長約30 cm, 沖永良部島で撮影; B: 
KPM-NR 205369A, 全長約60 cm, 沖永良部島で撮影; C: KPM-NR 205370A, 全長約56 cm, 屋久島で撮影; D: 
KPM-NR 205371A, 全長約50 cm, 屋久島で撮影).
Fig. 2. Fresh individuals of Gymnocranius superciliosus from Japan. A: KPM-NR 205368A, ca. 30 cm TL, Okinoerabu 
Island, Amami Islands; B: KPM-NR 205369A, ca. 60 cm TL, Okinoerabu Island, Amami Islands; C: KPM-NR 
205370A, ca. 56 cm TL, Yaku Island, Osumi Islands; D: KPM-NR 205371A, ca. 50 cm TL, Yaku Island, Osumi Islands. 
Photos by D. Yamazaki (A–B) and M. Nakajima (C–D).
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眼径とほぼ同径の 1 黒褐色斑がある . 眼直下か
ら間鰓蓋骨上にかけては瞳孔と同径の 1 褐色帯
がある . 背鰭と臀鰭は上縁付近が朱色 . 胸鰭は
朱色で , 基部には三日月状の赤褐色帯がある . 
腹鰭第 1 棘と第 1 軟条は白色で , 第 2 軟条から
第 3 軟条にかけて朱色がかる . 尾鰭縁辺は朱色
を帯びる .
分布 . タイプ産地 : ニューカレドニア . 八重

山諸島を含む琉球列島 ( 詳細な産地は不明 : は
じめに参照 ) およびオーストラリア北東部から
フィジー周辺にかけての太平洋南西部から記録
されている (Myers 1999; Allen & Erdmann 2012; 
Borsa et al. 2013; 三木ら 2014; 秋田ら  2016; 下瀬 
2018). 本研究によって標本に基づき宮崎県南部
の沿岸と喜界島 , 写真に基づき屋久島と沖永良
部島における分布も確認された ( 図 3).
備考 . 記載標本は主上顎骨に鋸歯状隆起が

ない , 頬部に鱗をもつ , 背鰭軟条数が 10, 胸
鰭軟条数が 14, および臀鰭軟条数が 10 であ
ることなどの形態的特徴が Carpenter & Allen 
(1989) と Carpenter (2001) の示したメイチダイ属
Gymnocranius の標徴とよく一致した . さらに , 
眼直上に眼径よりもやや小さい楕円形の黒褐色
斑がある , 頭部と体側面の横帯が眼を通る 1 黒
色横帯のみである , 体側各鱗の中央部には楕円
状の黒褐色斑があり , 体側の点列を形成する , 
背鰭と臀鰭の縁辺が赤みを帯びる , 体長が背鰭
起部における体高のおよそ 2.6 倍である , 背鰭
第 5 棘直下の側線上方横列鱗数が 6 であること
などの特徴が Borsa et al. (2013) と三木ら (2014) 
が報告したヒキマユメイチ G. superciliosus の標
徴とよく一致したことから本種に同定された . 
写真資料の個体 ( 図 2) についても , 上記の色彩
的特徴を有することからヒキマユメイチに同定
された .

記載標本の背鰭最長軟条長や臀鰭前長など
の計測形質は , 三木ら (2014) の示した値と若干
の変異がみられた . しかし , 三木ら (2014) の記
載は 6 標本 ( 体長 189–306 mm) に基づくもの
であり本種の種内変異を十分に把握できてい
ない可能性もあることから , これら相違は種内
変異内に含まれると判断した . 喜界島産の標本 
(KAUM–I. 134725, 体長 206.7 mm) には Borsa et 
al. (2013) と三木ら (2014) が本種の標徴の 1 つ
として扱った眼の前下方の吻部から頬部にかけ
て散在する数十の淡青色小斑点と両鼻孔の後縁
から両眼の前縁にかけての 1 淡青色帯が確認
されなかった . なお , Borsa et al. (2013) は体長
214–430 mm の個体を観察し , 小型個体において
はこれらの標徴が不明瞭であるとしており , 本

標本においてもこの標徴が未発達であるものと
考えられる .

太田ら (2008) は , ヒキマユメイチと同じ
フエフキダイ科魚類のアマクチビ Lethrinus 
erythracanthus Valenciennes, 1830 に関して , 2005
年 3 月から 2007 年 6 月に八重山諸島近海から
水揚げされた最小個体が全長 35 cm であったこ
とを報告した . この報告について畑ら (2018) は , 
同海域において水深 100 m 以深にも生息するア
マクチビと同じフエフキダイ科魚類 ( キツネフ
エフキ Lethrinus olivaceus Valenciennes, 1830 やム
ネアカクチビ Lethrinus xanthochilus Klunzinger, 
1870 など ) の小型個体 ( 全長 20 cm 程度 ) が漁
獲されているにも関わらず当該種の小型個体 (< 
35 cm) の記録がないことから , 八重山諸島近海
におけるアマクチビの小型個体の出現が極めて
稀であると推測している . 一方で , 秋田ら (2016) 
は , 2011 年から 2014 年にかけて八重山漁業協
同組合と泊魚類市場において尾叉長 21–50 cm
のヒキマユメイチが水揚げされ , 2014 年におけ
る年間の推定漁獲量は 569 kg であったことを報
告した . 畑ら (2018) は , トカラ列島近海から得
られたアマクチビ ( 体長 479.0 mm) が黒潮の輸
送による偶発的な出現である可能性が高いこと
を示唆している . しかしながら , ヒキマユメイ
チは周年にわたり比較的小型の個体の水揚げが
確認されていることから , 琉球列島周辺で再生

図3. 日本領海におけるヒキマユメイチ Gymnocranius 
superciliosusの分布 [星印: 本研究によって観察 (白抜
きは写真記録に基づく), 破線: 先行研究において示唆
された分布]. 
Fig. 3. Distribution of Gymnocranius superciliosus in 
Japanese waters. Open and closed star symbols indicate 
photographic and specimen-based records in this study, 
respectively. Broken circles indicate the possible capture 
areas of previous records.
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産をおこなっており , 同海域には一定の個体数
が生息していると考えられる .

これまで知られていたヒキマユメイチの国
内における分布記録は八重山諸島を含む琉球
列島 ( 詳細な産地不明 : はじめに参照 ) からの
みであり , 九州東岸 , 屋久島 , および奄美群島
の魚類相を扱った研究においても本種は記録
されていない (Iwatsuki et al. 2017; Motomura & 
Harazaki 2017; 小枝ら 2018; Nakae et al. 2018; 村

瀬ら 2019). 近年 , 黒潮による成魚輸送によって , 
沖縄県以南を主な分布域とする海産硬骨魚類の
大型個体の単発的な出現が南日本沿岸から複数
記録されている ( 伊東ら 2011; Hata et al. 2015; 
藤原ら 2017; 山﨑ら 2019; 和田ら 2019). 宮崎県
沿岸からは , ヒキマユメイチと同じフエフキダ
イ科魚類の幼魚 [ マトフエフキ Lethrinus harak 
(Forsskål, 1775) ( 体長 126.1 mm) やキツネフエ
フキ L. olivaceus ( 体長 168.7 mm) など ] が記録

表1. 日本産ヒキマユメイチGymnocranius superciliosusの計数･計測形質.
Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of Japanese specimens of 
Gymnocranius superciliosus.

Kikai Island Miyazaki
KAUM–I. 

134725
KAUM–I. 

138245
標準体長 Standard length (mm; SL) 206.7 383.5
計数形質 Counts

背鰭鰭条数 Dorsal-fin rays X, 10 X, 10
臀鰭鰭条数 Anal-fin rays III, 10 III, 10
胸鰭軟条数 Pectoral-fin rays 14 14
腹鰭鰭条数 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
背鰭棘部中央下の側線上方横列鱗数 Above lateral line scales 6 6
側線下方横列鱗数 Below lateral line scales 17 17
有孔側線鱗数 Pored lateral-line scales 48 49

計測形質 (体各部の体長に対する割合) Measurements (% SL)
背鰭起部における体高 Body depth at dorsal-fin origin 38.4 38.2
臀鰭起部における体高 Body depth at anal-fin origin 36.0 35.0
鰓孔直後における体幅 Body width behind gill opening 15.4 15.2
頭長 Head length 32.6 29.9
吻長 Snout length 12.6 14.3
眼窩径 Orbit diameter 10.2 8.1
上顎長 Upper-jaw length 10.0 10.3
眼隔域幅 Interorbital width 12.0 10.9
最小尾柄高 Least caudal-peduncle depth 11.3 11.1
尾柄長 Caudal-peduncle length 19.1 19.1
背鰭前長 Pre-dorsal-fin length 40.5 39.8
臀鰭前長 Pre-anal-fin length 64.5 62.5
腹鰭前長 Pre-pelvic-fin length 39.0 37.8
背鰭基底長 Dorsal-fin base 50.8 49.7
臀鰭基底長 Anal-fin base 24.0 23.0
腹鰭棘長 Pelvic-fin spine length 16.5 broken
腹鰭第1軟条長 1st pelvic-fin ray length 23.9 22.0
胸鰭長 Pectoral-fin length 26.7 25.0
背鰭第1棘長 1st dorsal-fin spine length 5.6 4.8
背鰭第2棘長 2nd dorsal-fin spine length broken 7.6
背鰭第3棘長 3rd dorsal-fin spine length 12.1 10.2
背鰭第4棘長 4th dorsal-fin spine length 12.5 10.2
背鰭第10棘長 10th dorsal-fin spine length 10.5 9.6
背鰭最長軟条長 Longest dorsal-fin soft ray length 17.6 16.5
臀鰭第1棘長 1st anal-fin spine length 4.0 3.7
臀鰭第2棘長 2nd anal-fin spine length 7.6 6.1
臀鰭第3棘長 3rd anal-fin spine length 10.3 8.6
臀鰭最長軟条長 Longest anal-fin soft ray length 13.1 12.4
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されているが ( 村瀬ら 2019), 今回宮崎県南部か
ら得られたヒキマユメイチは尾叉長 424.9 mm
であることから成魚と判断される . さらに , 本
個体の出現が散発的であることから前述の事例
と同様に黒潮による成魚輸送の結果，出現した
と考えられる . また , 屋久島も南日本沿岸と同
様に黒潮の影響を受けることが知られており 
(Motomura & Matsuura 2010), 屋久島で確認され
たヒキマユメイチ ( 全長約 50–56 cm: 図 2C, D) 
の出現も黒潮による成魚輸送の結果である可能
性が高い . したがって , ヒキマユメイチは八重
山諸島周辺海域で再生産しているものの , 九州
南部や屋久島周辺においては黒潮による一方的
な供給のみで無効分散である可能性が示唆さ
れ , 今後の更なる調査が期待される .

これまで知られていた本種の国内における
分布記録は上述の ｢分布｣ の項のとおりである . 
したがって , 本研究で記載した標本と写真資料
は本種の日本本土と琉球列島北部における初め
ての記録であり , 宮崎県南部から得られた標本
は本種の北限記録となる .
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Abstract. Two specimens (206.7–383.5 mm standard 
length) of the western Pacific species Gymnocranius 
superciliosus Borsa, Béarez, Paijo & Chen, 2013, 
herein described in detail, were collected from 
southern Miyazaki Prefecture (Kyushu) and Kikai 
Island (Amami Islands, Kagoshima Prefecture). This 
species has been known only from the Yaeyama 
Islands (southern Ryukyu Islands, Okinawa 
Prefecture) and unknown localities in the Ryukyu 
Islands in Japanese waters. The Miyazaki specimen 
represents the first record of the species from the 
mainland of Japan and the northernmost record 
for the species. Examination of photographs of 
Gymnocranius during this study revealed that G. 
superciliosus also occurred in Yaku Island (Osumi 
Islands) and Okinoerabu Island (Amami Islands). 
This study suggests that G. superciliosus is widely 
distributed from southern Kyushu to the entire 
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